
世界中に衝撃をもたらした東日本大震災から1年。
被災地の復旧・復興は、今この瞬間にも、

絶え間なく進められている。
JICAはその経験を途上国と共有すべく、

「東日本大震災復興関連セミナー」を実施している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　
12
月
上
旬
、
本
州
最
東
端
の
街
、
岩
手
県

宮
古
市―

。
早
朝
７
時
、
市
内
沿
岸
部
に
あ

る
「
宮
古
市
魚
市
場
」
で
は
、
威
勢
の
い
い

声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
季
節

も
の
の
サ
ケ
を
は
じ
め
、
サ
バ
、
ヤ
リ
イ
カ
、

ヒ
ラ
メ…

。
そ
の
日
に
水
揚
げ
さ
れ
た
み
ず

み
ず
し
い
魚
た
ち
が
、
次
々
と
競
り
に
か
け

ら
れ
て
い
く
。

　「
あ
ん
な
に
大
き
な
津
波
が
来
た
と
は
思

え
な
い
。
短
期
間
で
こ
こ
ま
で
復
旧
で
き
る

と
は…

」。
ス
リ
ラ
ン
カ
漁
業
・
水
産
資
源

省
の
イ
ン
ド
ラ
・
ラ
ナ
シ
ン
ゲ
局
長
は
、
市

場
の
活
気
を
前
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
。

２
０
０
４
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン

ド
洋
津
波
を
経
験
し
て
い
る
故
に
、
そ
の
復

旧
の
ス
ピ
ー
ド
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
だ
。

「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
す
べ
て
の
市
場
が
再

開
す
る
ま
で
数
年
か
か
っ
た
。
東
北
で
は
、

官
民
の
連
携
が
う
ま
く
機
能
し
た
の
が
大
き

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
12
月
４
〜
10
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

水
産
庁
と
実
施
し
た
「
漁
港
・
水
産
施
設
の

復
旧
・
復
興
セ
ミ
ナ
ー
」
の
一
幕
。
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
の
現
状
と
被
災
地
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
、
日
本
と
同
様
に
自

然
災
害
の
多
い
東
南
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
地
域

の
漁
業
・
水
産
関
係
者
13
人
が
来
日
し
た
。

　「
震
災
か
ら
１
カ
月
後
に
は
市
場
を
再
開

し
た
。
船
を
失
っ
た
人
、
家
族
や
知
人
を
亡

く
し
た
人
な
ど
境
遇
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
と

に
か
く
皆
、
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
だ
っ
た
」。
力
強
い
目
で
そ
う
語
り
か
け

る
の
は
宮
古
漁
業
協
同
組
合

の
佐
々
木
隆
参
事
（
魚
市
場

担
当
）。
今
季
は
サ
ケ
の
遡
上

が
う
ま
く
い
か
ず
、
漁
獲
量

は
通
常
の
半
分
程
度
。
風
評

被
害
に
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

「
自
国
に
帰
っ
た
ら
、
宮
古
の

魚
は
安
全
だ
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
」。
佐
々
木

さ
ん
の
熱
い
言
葉
に
、
研
修

員
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
こ
の
研
修
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

省
庁
と
協
働
で
実
施
す
る「
東

日
本
大
震
災
復
興
関
連
セ
ミ

ナ
ー
」
の
一
つ
。
世
界
中
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
〝
思

い
〞
に
応
え
る
意
味
で
も
、

日
本
政
府
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン「
開
か
れ
た
復
興
」の
下
、震
災
の
復
旧
・

復
興
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
途
上
国
と
共
有
し
、
各

国
の
防
災
対
策
に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
が

ね
ら
い
だ
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
言

い
ま
す
が
、
被
災
地
の
現
場
で
対
応
し
た
人

の
話
が
一
番
説
得
力
が
あ
る
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

国
内
事
業
部
の
岩
上
憲
三
次
長
。
東
京
の
関

係
省
庁
で
の
講
義
と
被
災
地
の
視
察
を
盛
り

込
ん
だ
10
コ
ー
ス
が
進
行
中
だ
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
10
月
末
、
総
務
省
消

防
庁
と
取
り
組
ん
だ
の
が
「
国
際
消
防
防
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
国
の
防
災
・
緊
急
対
応
能

力
を
高
め
る
た
め
、
消
防
職
員
の
人
材
育
成

の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
の
が
目
的
だ
。
研
修

員
た
ち
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
が
大
阪
市
消
防

局
と
協
働
で
実
施
す
る
「
救
急
救
助
技
術
」

コ
ー
ス
を
視
察
し
た
ほ
か
、
陸
前
高
田
消
防

本
部
と
仙
台
市
消
防
局
を
訪
問
し
、
震
災
当

時
の
苦
労
や
葛
藤
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
実
践
し
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
聞

い
た
。
フ
ィ
ジ
ー
国
家
消
防
庁
の
ラ
コ
ロ
イ
・

コ
リ
ニ
オ
・
タ
マ
ニ
ラ
ト
ゥ
イ
中
部
・
東
部

管
区
本
部
長
は
、
帰
国
後
す
ぐ
に
、
日
本
で

知
識
を
得
た
避
難
訓
練
を
導
入
し
て
い
る
と

い
う
。

　
ま
た
、
12
月
上
旬
の
「
災
害
軽
減
・
イ
ン

フ
ラ
復
旧
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
ア
ジ
ア
10
カ

国
の
公
共
事
業
省
や
運
輸
省
の
職
員
が
、
津

波
で
冠
水
し
な
が
ら
も
１
カ
月
で
運
航
を
再

開
し
た
仙
台
空
港
、
即
座
に
土
の
う
で
仮
の

堤
防
が
作
ら
れ
た
岩
沼
市
の
蒲
崎
海
岸
な
ど

に
足
を
運
ん
だ
。
中
で
も
研
修
員
た
ち
が
感

銘
を
受
け
て
い
た
の
が
、
東
北
地
方
整
備
局

に
よ
る
〝
く
し
の
歯
作
戦
〞。
震
災
直
後
、

沿
岸
部
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
て
い
た
た

め
、
ま
ず
は
内
陸
部
を
走
る
東
北
道
と
国
道

4
号
の
縦
軸
ラ
イ
ン
を
確
保
。
次
に
、
三
陸

地
区
へ
の
東
西
の
横
軸
ラ
イ
ン
15
本
を
〝
く

し
の
歯
〞
の
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
緊

急
車
両
の
移
動
経
路
の
確
保
に
成
功
し
た
の

だ
。「
勤
勉
な
日
本
人
の
〝
知
恵
〞
の
た
ま

も
の
で
す
ね
」
と
研
修
員
た
ち
。
阪
神
淡
路

大
震
災
以
来
、
国
を
挙
げ
て
耐
震
建
築
の
普

及
に
努
め
て
き
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
い
話
ば
か
り
で
な
い
。「
漁

港
・
水
産
施
設
の
復
旧
・
復
興
セ
ミ
ナ
ー
」

で
訪
問
し
た
宮
古
市
の
田
老
地
区
で
は
、
沿

岸
部
に
住
居
が
多
く
分
布
し
て
い
た
た
め
津

波
被
害
が
拡
大
し
た
。「
１
９
３
３
年
の
昭

和
三
陸
地
震
な
ど
過
去
に
３
度
の
大
津
波
を

経
験
し
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
防
波

堤
を
建
設
し
て
い
た
が
、
想
定
外
の
津
波
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。〝
防
げ
る
被
害
〞
に

よ
る
犠
牲
者
は
出
さ
な
い
よ
う
、
慎
重
に
都

市
計
画
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ

ん
な
地
元
の
人
々
の
声
に
研
修
員
た
ち
も
共

感
し
て
い
た
。

　
１
月
に
は
、
総
務
省
情
報
通
信
国
際
戦
略

局
と
協
働
で
実
施
し
た
「
防
災
お
よ
び
災
害

時
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
日
本
方
式
の
有
効

活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
通
じ
て
、
中
南
米
地
域

の
研
修
員
が
地
震
速
報
や
津
波
警
報
の
発
信

方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
今
後
さ
ら
に
、
気

象
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）、
航
空
管
制

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。「
帰
国
後
の
取
り
組
み
も
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
そ
の
先
の
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
岩
上
次
長
は
話
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。
順
調
に
復
旧
・

復
興
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
東
北

だ
が
、
す
べ
て
の
人
た
ち
が
元
の
生
活
に
戻

り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
と
そ
の
経
験
を
共
有
し

な
が
ら
、
国
内
外
の
防
災
対
策
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

「
開
か
れ
た
復
興
」で

途
上
国
に
貢
献

被
災
地
で
の
学
び
を

自
国
の
防
災
対
策
に
生
か
す

日本政府が掲げる「開かれた復興」
をコンセプトに、東日本大震災の復
旧・復興の現状とその過程で培われ
たノウハウを途上国と共有するため
にJICAが各省庁と連携して実施。
東京で関係省庁の担当者から講義
を受けた後、被災地で当該分野の取
り組みを視察する。2011～12年に
かけて、消防、インフラ、水産、水利施
設、森林、地デジ、ICT、環境未来都
市、気象、航空管制の10コースが行
われる予定。

東日本大震災
復興関連セミナー

23東 日 本 大 震 災  の 経 験 を 途 上 国 へ

陸前高田消防本部の消防隊員による経験談は、各国で救助に
携わる研修員たちの心に響いた

崩壊した国道45号（水尻橋）の仮設橋を南三陸町で視察。復旧
のスピードに驚くとともに、支援物資など運搬の生命線ともなるイン
フラ整備の重要性を再認識していた

宮古市魚市場を視察した研修員たち。津波被害を乗り越え、懸命に地元産業の回復に奔走する人々に感銘を受けていた

津波により廃棄になった車両の
処理は、リサイクル業者と連携し
て行われている

宮城県

岩手県

福島県

東  北  地  方
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